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マーケットリサーチについて

資料－5
第29回 維持管理・環境管理専門委員会

2018年4月24日



１．H30年度マーケットリサーチ計画
●昨年12月7日のエコプロ2017訪問の際にCSR担当者の方と名刺交換したA社を訪問します。また、川島町内の産業団地や商工会等の関係

者の紹介をお願いするために川島町役場を訪問します。それぞれ、維持管理作業・イベントが無い8月に実施します。訪問のための調整は
７月頃に行います。⇒ P3・4

●川島町役場から産業団地等の関係者の方を紹介いただけた場合、関係者の基本情報を収集・確認した上で、秋イベント終了後の11月頃に
その方を訪問します。⇒ P3

●エコプロ2018に、12月6、7日のうちいずれか1日に参加します。⇒ P5

●イベント時には、エコプロ2017で名刺交換をした企業・大学へチラシ送付を行います。⇒ 事務局対応
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スケジュール
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マーケットリ
サーチ

●A社調整
● 川 島 町
役場調整

●A社訪問
● 川 島 町
役場訪問

● 川 島 町
の産業団
地等関係
者訪問

● エ コ プ
ロ2018

:6、7日の
いずれか

【参考】

維持管理作業
・イベント

イ：7日(土)
イ：29(日)

イ:13日(日)
維:17日(水)
イ:19日(土)
イ:26日(土)

イ:2日(土)
イ:16日(土)
イ:23日(土)
維:27日(水)

維:5日(水)
維:11日(木)
イ:13日(土)

イ :23日 ( 金
・祝)

イ:8日(土) 維:6日(水)

※イ：イベント、維：維持管理作業

【前回委員会における上記に関連する意見】

●維持管理を企業にお願いするにあたっては、作業の成果が目に見える形で表れることが重要であると言う視点を持つ。⇒ 訪問先が決
まり次第検討

●中池管理用通路については、作業によって富士山を望める良好な景観が形成される。この点は、マーケットリサーチの際、企業に提案
する良いアピールポイントとなる。⇒ 訪問先が決まり次第検討

●エコプロについてはより多くの方に参加いただけるように、日程に余裕を持って参加日を決定・周知する。⇒ P5

【前回協議会における上記に関連する意見】

●年間計画以外にも適宜リサーチ対象にアプローチすることとする。⇒ 委員長中心に対応

●企業を訪問する時期が8月だと、実際に協力頂けた場合の維持管理作業への参加が遅れる可能性がある。企業への訪問を早めることを
検討する。⇒ P3・4



２．川島町の企業へのアプローチ

●川島町は太郎右衛門地区に最もアクセスしやすいため、再度、川島町内の企業へ維持管理作業への参加をお願いしていきます。

●その足がかりとして、川島町役場を訪問し、産業団地や商工会等の関係者の方（※）のご紹介をお願いします。

●紹介いただいた方を訪問し、その方を通じてCSR活動に関心のある川島町の企業との接点を得て、維持管理作業への参加をお願いすること
を想定しています。

※工業・産業団地にはとりまとめ役の方がいらっしゃると想定されます。
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＜参考：リサーチ対象候補＞ 灰色文字は終了

企業 学校 その他

桶川市
－ 桶川西高校 商工会

観光協会
農業団体

川島町

本田航空(株)
(株)レインボーモータースクール
川島インター産業団地
(株)カインズ
三井精機工業(株)
日之出水道機器(株)

つばさ南小学校（＊） 商工会
農業団体

上尾市

上尾領家工業団地
上尾ミニ工業団地
(株)ブリヂストン

－ 市自然学習館
商工会
観光協会
農業団体

＊旧出丸小・旧三保谷小が統合
（所在地は旧三保谷小）

●現計画では、7月頃に役場訪問の予定を調整し、8月頃に役場を訪問、その後、11月くらいに紹介先の訪問を予定しています。

●前回の協議会で、企業への訪問を早めた方が良いという意見が出ていますので、①訪問時期、②訪問者についてご検討下さい。

①川島町役場の訪問時期 ：

②川島町役場の訪問担当 ：



３．エコプロ2017で訪問した企業へのアプローチ

●昨年12月7日のエコプロ2017訪問の際、太郎右衛門地区の維持管理にすぐにご協力頂けるというご回答は得られませんでした。しかし、
A社のCSR担当者の方と名刺交換し、協議会の活動について説明を聞いていただける旨のご回答をいただきました。

●同社は、森林を2箇所所有しており、飲料の水源確保のための「森作り活動」等を通じてCSR活動を行っています。

●同社のCSR担当者の方を訪問し、太郎右衛門地区と維持管理内容等について説明し、さらにA社の詳細なCSR活動の内容や課題・ノウハ
ウをお聞きします。
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説明事項の例 ヒアリング事項の例

• 自然再生事業について
• 維持管理作業の内容
• 協力頂ける方や企業を集めるための取り組み
• 年間スケジュール

• 活動の詳細
• 参加者について（ボランティアか社員か等）
• 参加者を集めるための取り組み
• 活動を進めていく上での課題やノウハウ

＜A社取り組み＞

【場所】 群馬県内
【面積】 約9ha
【活動内容】 ・10数回実施

・獣害防止活動
・林内管理（下草刈り、除伐、林内清掃等）
・植樹

など

●現計画では、7月頃に訪問の予定を調整し、8月頃に訪問を予定しています。

●前回の協議会で、企業への訪問を早めた方が良いという意見が出ていますので、①訪問時期、②訪問者についてご検討下さい。

①A社の訪問時期 ：

②A社の訪問担当 ：



４．エコプロ201８の訪問

●2018年12月6～8日にエコプロ2018が開催されますので、再度、訪問します。なお、12月8日は中池散策と写真撮影会を予定している
ため、訪問する場合は12月6、7日のうちいずれか1日になります。

●第46回協議会（1月10日）では、企業や大学に対して具体的な活動内容等を提示することが必要との意見が出されました。次回訪問する
際は、維持管理に参加頂く場合の「具体的な作業内容」や「研究材料としての可能性」を、企業・大学へ示します。
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＜エコプロ2018の開催概要＞

【日時】 2018年12月6日（木）～8日（土） 10:00～17:00

【会場】 東京ビックサイト 東ホール

【出典規模】 650社・団体 / 1,450小間（見込み）

【来場者数】 170,000人（見込み）

出典：http://eco-pro.com/2017/outline/000763.html

●前回の委員会で、より多くの方に参加いただけるように、日程に余裕を持って参加日を決定・周知するという意見が出ていますので、い
ずれの日とするかご検討下さい。

エコプロ2018参加日 ：



参考：リサーチ結果（報告済み分）

リサーチ対象 実施概要 結果 備考

本田航空(株)

平成28年9月30日
出席者：川島副委員長

事務局

① 本田航空は、地域の行事に参加したり、美化活動を行った
りして、地域との良好な関係を保つ活動をこれまで実施し
てきている。

② 飛行場管理の一環で年間を通して日常的に草刈りを実施し
ているので、荒川の河川敷を占用して利用している者とし
て、また協議会の一員として、事業による整備地の通路等
の定型的な草刈り行為の協力は可能である。

除草の協力については、
実施時期や、実施方法に
ついて、ある程度まかせ
ていただけると協力しや
すい。

三井精機工業(株)
平成29年1月16日
出席者：川島副委員長

事務局

① 現状では、会社としての協力はすぐには難しい。
② 社員へのイベントチラシの配付については協力する。
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企業・大学名 名刺交換 備考

三井住友フィナンシャルグループ ○
住友三井オート
サービス

三井住友信託銀行/日本生態系協会/日本
ナショナル・トラスト協会

○ 堂本委員長知己

大日本印刷 ○
イオン ○ イオン環境財団
積水化学工業 ○
大王製紙 ○
ブリヂストン ○
本田技研工業 ○
SUBARU ○
マツダ ○
三菱自動車工業 ○
王子グループ ○
味の素グループ（味の素/味の素AGF/J-
オイルミルズ/味の素冷凍食品/ヤマキ）

○

立教大学ESD研究所 ○ 堂本委員長知己
大正大学 ○ 堂本委員長知己

企業・大学名 名刺交換 備考

エネテク
太平洋セメント
JFEグループ
新日鉄住金グループ
日本テクノ
YKKグループ
帝人グループ
コスモエネルギーホールディングス(コス
モ石油)
東洋紡グループ
三菱ケミカルホールディングス
大和ハウスグループ
クラレ
リンナイ
IHI
三菱電機グループ
パナソニック
ライオン
ユニ・チャーム
凸版印刷
富士ゼロックス
花王
タカラトミーグループ
日本製紙グループ

企業・大学名 名刺交換 備考

国際紙パルプ商事
日本紙パルプ商事グループ
デュプロ
NGP日本自動車リサイクル事業協同組合
/NGP
SGホールディングスグループ(佐川急便)
NTTドコモ
日本郵政グループ
エプソン
リコー
コニカミノルタ
キヤノン/キヤノンマーケティングジャパ
ン
トンボ鉛筆
バンダイナムコグループ
山崎製パン
千葉商科大学
東京農業大学農学部(森田ゼミ)
武蔵野大学環境プロジェクト
千葉大学園芸学部緑地環境学科
城西国際大学 環境社会学部
生態工房

訪問し名刺交換をした企業 訪問のみの企業（名刺交換はせず）

名刺を交換した企業に関しては、イベント等
の際にお知らせをお送りします。

リサーチ対象 実施概要 結果 備考

エコプロ2017
参加企業

平成29年12月7日
出席者：堂本委員長

川島副委員長
菅間委員
事務局

① すぐに協力いただける企業等は見つからなかった。
② 自然地を所有して生物多様性という切り口で動いている企

業のＣＳＲ責任者と名刺交換を行った。協力を頂くという
ことでは無いが、取り組みの参考事例として紹介をして頂
ける可能性があることが確認出来た。

③ 上記を含め、13の企業と2つの大学の関係の方と名刺交換
を行った。

④ 協力を得られる企業や大学が関東近辺にある可能性はある
と考えられた。

名刺交換先以外について
も、多くの出展者を訪問
した。

参考：リサーチ結果（報告済み分）


